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は L め に 


シジミ チョ ウ 科 (Lycaenidae) の 一 群 で ある ミド リン シジミ 類 (ミド リン ジミ 族 Theclini) の 日 周 活 
動 性 に は , 早朝 活動 型 や 夕暮 活動 型 な ど が ある こと が よく 知ら れ て いる が , 野外 に お ける この 群 の 詳 
細 な 日 周 活動 性 の 観察 は , ウラ ナミ アカ シジミ (秋山 ほか , 190 と ウラ ゴマ ダラ シジミ MR, 
1977) の 2 種 に 関す る 報告 が ある に すぎ ず , 他 の 報告 は 断片 的 な 行動 の 記録 に すぎ な い . し か し , 3 
ドリ ンジ ミ 頻 の 日 周 活動 に は 種 や 属 の 間 で か な り 明 瞭 な 相違 が 認め られ , 詳細 な 日 周 活動 性 の 研究 は , 
この 群 の 系 統 進化 を 考察 する た め の 重 要 な 資料 を 提供 する と いう 点 か ら も , その 意義 は 大 きい . 
そこ で 著者 は , ミド リン ジミ 類 全 般 の 日 周 活動 性 を 明らか に する た め の 第 一 歩 と し て , ウラ ゴマ ダ 
ラン ジミ Artopoetes pryeri (MURRAY), ミズ イロ オナ ガン ジミ Antigius attilia (BREMER), オオ ミド リ 
ンジ ミ Favonius orientalis (MURRAY)、 メス アカ ミド リン ジミ Chrysozephyrus smaragdinus (BREMER), 
アイ ノミ ドリ ンジ ミ Chrysozephyrus brillantinus (STAUDINGER) の 5 種 の 雄 の 活動 性 に つい て , 野外 
で の 観察 を 行い , その 活動 性 に 対す る 照度 の 影響 に つい て 考 宗 し た . 


観 察 方 X 


1. 観察 地 お よび 観察 方 法 

観察 は 長野 県 上 田 市 山口 の 黄金 沢 (標高 約 600m) に お いて 行っ た . 観察 地域 は , コナラ, クヌギ , 
オニ グル ミ , クリ な どか ら な る 低 山 帯 の 落葉 広葉 樹林 で ある . 観察 個体 が 識別 し や すい よう に 観察 地 
点 は 谷 の 斜面 の 中 腹 を えら び , 樹冠 部 を 眼下 に みお ろ せ る 位置 に 設置 した. 観察 は 1975 年 6 月 27 日 
と 29 日 に 行っ た . な お , 観察 日 を 6 月 下旬 と し た の は 飛翔 活動 中 の 雄 は 発生 初期 の 新鮮 な 個体 ほど 
種 の 識別 が 容易 な た めで ある . 6 月 27 日 は ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ , オオ ミド リン シジミ, メス アプ カミ 
ドリ シジミ , プイ ノミ ドリ シジミ の 4 種 , 6 月 29 日 は ウラ ゴマ ダラ シジミ , オオ ミド リシン シジミ, メ 
スプ アカ ミド リシン ジミ, アイ ノミ ドリ シジミ の 4 種 を 観察 し た . 調査 地 付近 に は , 今回 観察 し た 3 種 の 
ほか に , オナ ガン ジミ , アカ シン ジミ , ウラ ナミ アカ シン ジミ, ム モ ン ア カン シジミ, ウラ ミス ジン シン ジミ, 
ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ , エゾ ミド リ シ ジ ミ の 7 種 の ミド リン ジミ 類 が 記録 され て いる が (小山 ら , 
1979), 今回 の 調査 に は オナ ガン シ ジミ と ム モ ン ア カシ ジミ の 2 種 は 見 られ な か っ た . 観察 は ミド リシン ジ 
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ミ 類 5 種 の 雄 の 飛翔 個体 お よび 静止 中 の 占有 個体 (3 種 の 緑色 系 ミド リン ジミ の 場合 ) の 数 を 3 分 ご 
と に 目 算 し , 同時 に その 時 の 照度 を 記録 し , また 温度 は 10 分 ご と に 記録 し た . 

2. 観察 し た 種 の 識別 方 法 

本 研究 で 扱っ た 3 種 の ミド リン ジミ 類 の うち , ウラ ゴマ ダラ ンジ ミ と ミズ イロ オナ ガン シジミ は 観察 
地 に 類似 し た 種 が いない ため , これ ら は 飛 克 中 で も 容易 に 識別 する こと が 可能 で あっ た . し か し , 3 
静 が 緑色 の ミド リ シ ジ ミ 類 と し て は 調査 地 に お いて , Chrysozephyrus ED 2 種 (スス アカ ミド リン シン ジ 
38, アイ ノミ ドリ ンジ ミ ) BLO, Favonius 属 の 3 種 (オオ ミド リン ジミ , ジョ ウザ ン ミ ドリ シ ジ 
3, エグ ミド リン シジミ) が 生息 し て お り , RAR SND S 種 を 確実 に 識別 する こと が , 今回 の 観察 
の 重要 な きめ て で あっ た . この 問題 を 解決 する た め に , 本 研究 を 行う 前 年 か ら , 観察 地域 で 飛翔 中 の 
緑色 の シジミ チョ ウ を 識別 し , 捕獲 し て その 識別 結果 を 確認 する と いう 識別 訓練 を 繰り 返し 行っ た . 
その 結果 , Favonius 属 の 種 と Chrysozephyrus go f& orm oae ot, 前 者 が 青 緑色 で ある 
の に 対し , 後者 が 金 緑 色 で ある こと が わか り , この 差 に よっ て 飛翔 中 で も 比較 的 容易 に 両者 を 区 別 す 
る こと が 可能 と な っ た . Favonius 属 の 3 種 の 中 で は , オオ ミド リ シ ジ ミ は 次 の 裏面 が 銀 白色 で ある こ 
と か ら , これ に よっ て 飛翔 中 に お いて も 灰 褐 色 の 他 の 2 種 か ら 区 別 が 可能 で あっ た . し か し , SH 
に お ける , エゾ ミド リン ジミ と ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の 議 別 は 困難 で あっ た た め に , 観察 より 除外 
し , オオ ミド リ シ ジ ミ の 議 別 を 容易 に こす る た め に これ ら の 両 種 が 観察 地域 内 に 侵入 し た 際 に は 捕獲 し 
て 排除 し た . 次 に Chrysozephyrus 属 の 2 種 は , 次 表 の 黄金 の 色合い が より 強く , 裏面 が 茶色 の 種 が 
メス アカ ミド リシン ジミ で ある の に 対し て , 次 の 表面 が 前 種 よ り 緑 が か り , か つよ り 人 金属 光沢 が 強く , 
次 の 裏面 が 銀 灰 色 に みえ る 種 が アイノ ミド リン ジミ CHS. これ ら の 相違 に よっ て 両 種 は 識別 可能 で 
あっ た . 

と の 調査 地 に お いて は 。 メス アカ ミド リン ジミ , オオ ミド リン シン ジミ, アイ ノミ ドリ シン シジミ, ジョ ウ 
ザン ミド リ シ ジ ミ , テ ゾ ミド リン シジミ の 順 で 個体 数 が 多かっ た . 占有 行動 を と る 個体 に つい て は , X 
上 に 静止 し た 時 に 双眼鏡 にょ る 種 の 確認 も 行っ た . また 長 時 間 占 有 行 動 を と っ て いる 個体 や , 同種 間 
の 追 飛 個体 , WARG L し て 種 の 識別 が 困難 な 個体 は 捕獲 し て 確認 し た . 








Si st dá 果 


6 月 27 日 と 29 日 に 観察 し た 5 種 の 活動 ペタ ー ン を Figs. 1, 2 に 示し た . これ ら の 図 で は , 活動 
性 の 指数 (Index of activity) を 10 分 ご と に 示し て ある が , これ は 3 分 ご と に 観察 し た 2 回 分 の 個体 
数 を 合計 し た 値 で ある . 

1. ウラ ゴマ ダラ シジミ 

本 種 の 活動 開始 時 刻 は 6 時 25 分 で , 調査 し た 3 種 の ミド リン ジミ 中 最も 早く , その 時 の 照度 は 
8,000 lux, 温度 は 15.7°C で あっ た (Fig. 2). その 後 , 照度 , 温度 と も に 上 昇 し た が , 本 種 の 飛 逆 活動 
は , それ は ほど 活発 に は な ら ず , 8 時 項 ま で 断続 的 に 飛 将 す る 個体 が 観察 きれ た . 8 時 10 時 頃 ま で は , 
雲 に よっ て 太陽 兆 が さえ ぎら れ , 照度 が 急激 に 降下 し た 場合 に 飛翔 活動 は や や 活発 に な っ た . し か し 
な が ら , 10 時 ~12 時 40 分 の 間 は 同様 な 条件 下 で も , 本 種 の 飛翔 活 動 は 全く 観察 され な か っ た . し か 
L この 時 間 帯 に 調査 地 周辺 の クリ の 花 に は , 吸 蜜 す る 本 種 の 多数 の 個体 が 見 られ た . 

この よう に 10 時 頃 か ら 14 時 頃 ま で は , 本 種 の 飛翔 個体 は ほとん ど 観 察 さ れ な か っ た . 14 時 項 ょ 
り 観察 地域 の 上 空 は 雲 に よっ て 太陽 光 が さ を ぎら れ は じ め , 照度 は 80,000 lux か ら 人 徐々 に 低下 し て ゆ 
&, 14 時 30 分 に 照度 が 35,000 lux に な っ た 頃 か ら 本 種 の 飛翔 活動 は 再び 活発 と な っ た . その 後 , 
降雨 に よっ て 活動 が 停止 し た 16 時 25 分 まで の 約 2 時間 は , ュ コナラ な どの 樹 完 上 を ちら ちら と 飛翔 
する 多く の 個体 が 見 られ た . 活動 停 目 時 に お ける 照度 は 5,800 lux, 温度 18.5°C で あっ た . 

2. ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ 

本 種 の 活動 は 6 時 30 分 , 照度 8,200 lux, 温度 16.1?C の 時 に 始ま っ た (Fig. 1), TOK, BE, 
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温度 の 上 昇 と と も に 本 種 の 飛 逆 活動 は 活発 に となり , HARE 11,000 lux, 温度 17.5°C に な っ た 7 時 50 分 
に 活動 の 1 つの ピー ク が 見 られ た . 8 時 以後 は , RE, 温度 の 上 昇 と と も に 本 種 の 飛翔 活動 は 低下 
L, 9 時 に は 一 時 活動 を 停止 し た . それ 以後 13 時 30 分 まで の 間 は , 9 時 30 分 と 照度 が 急激 に 低 
下 し た 11 時 30 分 か ら 12 時 20 分 の 間 に 一 時 的 に 飛翔 個体 が 観察 され た ほか は , 日 中 4 時 間 30 分 
に わた っ て 本 種 の 活動 は 全く 見 られ な か っ た . 13 時 20 分 頃 よ り 雲 が 作 々 に 多く な り 太 陽 が 時 々 さえ 
ぎら れ , 照度 の 昇降 が 着 し く な る と 本 種 の 飛翔 活動 は 徐々 に 活発 化し た . 15 時 頃 に は 観察 地 の 上 空 は 
一 面 に 雲 で お お われ , 照度 が 28,000 lux まで 降下 する と , 本 種 は 活発 な 飛翔 を 示し , それ は 降雨 に よ 

っ て 活動 が 停止 する 15 時 45 分 まで 続い た . 活動 停止 時 に お ける 照度 と 温度 は それ ぞ れ , 3,000 lux, 
20.5°C で あっ た . 

3. オオ ミド リ シ ジ ミ 

AGL 6 月 27 日 に は 7 時 40 分 , 照度 92001ux, 温度 17.00C の 時 に 活動 を 開始 し (Fig. 1), 
29 日 は 7 時 40 4, 照度 17,500 lux, 温度 17.00C で 活動 を 開始 し た (Fig. 2). 活動 を 開始 し た 個体 
は コナ ラ の 葉 先 で , 期 を 全開 し た 姿勢 で 占有 行動 を と り , な わ ば り 内 に 侵入 し た 蝶 類 お よび 鳥類 に 対 
LC, 積極 的 な 追 飛 飛翔 を 行っ た . オオ ミド リン ジミ の 各個 体 は 6 月 27 日 の 観察 に お いて は , BE, 
温度 の 上 昇 に と も な っ て 8 時 10 分 頃 ま で 活発 に 活動 し た が , COR, 雲 に より 照度 が 急激 に 降下 し 
た た め , 9 時 20 分 頃 ま で の 約 1 時 間 は 活動 の 低下 か が か み ら れ た . その 後 , 再び 照度 の 上 昇 が み ら れ , 
本 種 の 活動 は 活発 と な っ た . し か し , 10 時 頃 に な る と , 90,000lux 以上 の 照度 に も か か わら ず , 活動 
は 徐々 に 低下 し た . 

6 月 29 日 の 観察 で は , 活動 開始 以後 8 時 20 分 頃 ま で は 活発 な 活動 は 見 られ な か っ た が , COR 
の 照度 の 上 昇 と と も に 活動 は 活発 と な っ た . 8 時 30 分 照度 が 50,000 lux より 11,000 lux まで 降下 
する と 活動 は 一 時 停止 し た が , 9 時 頃 よ ょ り 照 度 が 再び 90,000 lux まで 上 昇 す る と , 本 種 の 活動 ぁ 活 発 
と な っ た . しかし, 9 時 50 分 頃 か ら の 110,000 lux を 越え る よう な 照度 下 で は , 活動 を 一 時 停止 し 
to, 10 時 以後 は , 本 種 の 活動 は ほとん ど 観 察 さ れ な か っ た が , 6 月 27 日 の 観察 で は , 10 時 50 分 頃 , 
12 時 12 時 20 分 頃 , 13 時 40 分 ~14 時 20 分 頃 , 6 月 29 日 の 観察 で は , 10 時 20 分 ~10 時 
50 分 頃 , 11 時 40 分 <11 時 50 Ud, 12 時 40 分 頃 , 13 時 10 分 こ 13 時 30 分 頃 の ょ うに 40,000 
lux 以上 も の 降下 幅 で 照度 が 降下 する よう な 場合 に は , 本 種 の 活動 は 一 時 的 に 活発 と な っ た . 6 H 29 
日 の 観察 で は , 14 時 頃 に 80,000 lux か ら 30,000 lux に 照度 が 降下 し た 時 , 本 種 の 活発 な 飛翔 活動 が 
見 られ , 15 時 頃 活動 は 最も 活発 に な っ た . その 後 照度 が 20,0001ux 以下 へ と 徐々 に 下降 する と , 活 
動 も 不 活発 と な っ て いっ た . 本 種 の 活動 終了 時 刻 な ら び に その 時 の 照度 , 温度 は , 6 月 27 日 で は , 
14 時 20 分 , 18,200 lux, 23.9?C, 6 月 29 日 は 15 時 15 分 , 19,000 lux, 23.0°C で あっ た . 

4. アイ ノミ ドリ シジミ 

本 種 は , 6 月 27 日 の 観察 に お いて は , 8 時 3 分 , 照度 13.000lux, 温度 17.5°C の 時 (Fig. 1), X 
た 6 月 29 日 は , 7 時 20 分 , BE 16,600 lux, 温度 16.4?C の 時 に 活動 を 開始 し た (Fig. 2). — 
も 前 種 と 同様 に 活動 を 開始 する と と も に 占有 活動 性 を 示し , 活発 な 追 飛 飛翔 が 観察 され た . 6 月 29 日 
の 観察 で は , 活動 開始 後 照度 , 温度 の 上 昇 と と も に 活動 は 活発 と な り , 8 時 30 分 , HE 48,000 lux 
の 時 , 最も 高い 活動 性 を 示し た . し か し , その 直後 , 照度 が 20,000 lux に 下降 する と 活動 は 一 時 的 に 
低下 し た が , その 後 の 照 度 の 回 復 と と も に 活動 も 活発 に な っ た . 9 時 20 分 頃 照度 が 再び 降下 する と 
活動 も 低下 し た が , 9 時 30 分 より 照度 は 60,000 lux と 回 復 し た に も か か わら ず , 以後 終日 本 種 の 活 
動 個 体 は 観 察 きれ な か っ た . し か し な が ら , 27 HD 9 時 30 分 , 照度 90.000 lux の と き お よび , 29 
日 の 10 時 30 分 と 11 時 40 分 の 2 回 , 照度 が 114,000 lux か ら 11,600 lux まで 急激 に 降下 し た と 
き は , 短 時 間 な が ら 飛 前 する 個体 が 観察 され た . 

5. メス アカ ミド リ シ ジ ミ 

本 種 は , 6 月 27 日 に お いて は , 11 時 5 分 , 照度 25,000 lux, 温度 23.0°C の と き に 活動 を 開始 し 
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Fig. 1. Diurnal changes of temperature, light intensity and flight activity of four 
species of Zephyrus hairstreaks on 27th Jun. 1975. [温度 , 照度 の 日 変化 と ミド 
リ シ ジ ミ 頻 4 MO EO ARIE) (19754 6 月 27 B)]. 
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Fig.2. Diurnal changes of temperature, light intensity and flight activity of four 
species of Zephyrus hairstreaks on 29th Jun. 1975. [温度 , 照度 の 日 変化 と ミド 
リ シ ジ ミ 類 4 種 の 雄 の 飛翔 活動 (1975 年 6 月 29 R)]. 
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(Fig. 1), 29 日 は 9 時 3 分 , HARE 72,000 lux, 温度 19.0C の と き に 活動 を 開始 し た が (Fig. 2), 活動 
開始 時 刻 は 両 観察 日 で か な り 異 な っ て いた . 27 日 の 観察 で は 活動 開始 後 , 追 飛 飛 翔 や 占有 行動 を と る 
多く の 個体 が 見 られ , その 時 の 照度 は 12,000 lux か ら 32,000 lux の 間 で あっ た . 29 日 で は 9 時 25 
分 以後 本 種 は 活動 を 一 時 停止 した. この 時 の 照度 は 100,000 lux で あっ た . その 後 は , 照度 が 急激 に 
降下 し た , 11 時 35 分 , 12 時 35 分 , 13 時 15 分 に 一 時 的 に 活動 する 個体 が 観察 さん た が , 日 中 の 
100,000 lux を 越す 高 照度 下 で は 本 種 の 活動 は 見 られ な か っ た . 27 日 は , 13 時 10 分 , 照度 が 92,000 
lux か ら 35,000 lux に 降下 し た 頃 ょ り 活 動 は 活発 に な り , その 後 , 照度 が 70,000 lux 以上 た 上昇 する 
と 活動 は 不 活発 に な り , 30,000 lux 以下 に 降下 する と 活発 に な る と いう パタ ー ン を くり 返し な が ら も , 
14 時 <15 時 の 間 は , 本 種 の 活動 は 非常 に 活発 で あっ た . 29 日 の 観察 に お いて は , 13 時 30 分 頃 よ 
り 照度 が 90,000 lux より 徐々 に 降下 し は じ め , この 頃 か ら 本 種 の 活動 は 活発 と な り , 14 時 30 分 か ら 
15 時 30 分 まで , ACHAT ARENDS l OMAR BSH, 15 時 10 分 に は , 10 数 頭 か ら な る 
追 飛 飛翔 が 見 られ た . この 時 の 照度 は 20,000 lux~28,000 lux の 間 で あっ た . し か し , その 後 , 照度 が 
20,000 lux 以下 に 降下 する と 活動 は 徐々 に 不 活発 と な っ た . 本 種 の 活動 終了 時 刻 な ら び に その 時 の 照 
EE, 温度 は 6 H 27 日 で は , 15 時 40 4, 3,000 lux, 21.0°C, 6 月 29 日 は , 15 時 50 分 , 9,000 lux, 
20.0°C で あっ た . 





考 Ex 


1. 日 周 活動 性 に つい て 

ミド リン ジミ 類 の 日 周 活動 性 は , 表 1 に 示す よう に , 大 きく 4 つの 飛翔 活動 型 た 区別 され て いる 
(白水 , 1980; 田中 , 1980), これ ら の 研究 を も と に し て , 本 研究 で 得 ら れ た 結果 を 比較 する と , アイ 
ノミ ドリ シジミ , メス アカ ミド リン シジミ の 活動 ペタ ー ン に つい て は 従来 の 知見 と 同様 の 結果 が 得 ら れ 
た . し か し , 従来 夕暮 飛翔 型 と され て いた ウラ ゴマ ダラ ンジ ミ と ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ は 。 SEREG 
で な く , 午前 6 時 か ら 10 時 頃 に か け て る 飛翔 活動 が 観察 され , 二 山 型 の 活動 ペコ ター ン が 認め られ た . 
この こと か ら 従 来 幕 飛翔 性 を 示す と され て きた ミド リン ジミ 類 の 他 の 種 に つい て も , 詳細 な 観察 が 
必要 で ある と 考え る . また 今回 の 観察 に よっ て , オオ ミド リン シジミ は 午前 の みな ら ず , 午後 に も か な 
り 活発 な 活動 性 を 示す こと が 明らか に な っ た . 

し か し , ミド リシン ジミ 類 の 日 周 活動 性 と , 比較 的 日 当り の よい 斜面 に 生息 し て いる ウス バア ゲハ 
(江田 , 未 発 表 ) の 日 周 活動 性 を 比較 する と , ウス バア ゲハ で は , 狭い 観察 地域 内 に お いて , REG 
E, 交尾 行動 , 産卵 行動 が すべ て 観察 され , し か も これ ら の 行動 は 飛翔 を と も な うた め に , 同一 地点 
で 飛翔 活動 を 詳細 に 観 宗 する こと に よっ て 種 の 日 周 活動 全般 の 把握 が ほぼ 可能 で あっ た . これ に 対し 
て ミド リン シジミ 類 で は これ ら の 様々 な 行動 が 行わ れる 空間 は 多様 で あっ て , 今回 の 観察 場所 の よう た な 
狭い 単 一 の 空間 で は な いこ と か ら , 今回 観察 し た 雄 の 飛翔 活動 は , 日 周 活動 の 一 部 分 を 現 わ し て いる 
に すぎ な いと 思わ れる . Xi, 種 の 日 周 活動 性 と いう 点 あ から は , ミド リン シ ジミ 類 の よう に 雌 の 飛翔 活 
動か 不 活発 な 群 で は , この 点 に つい て の 観察 を 別に 行う 必要 か が ある . この よう に 飛翔 活動 性 の み で 日 
周 活動 性 を 論ずる こと の 難点 は 次 の 事実 か ら も 示唆 され る . すなわち , 活動 開始 と と も る に クリ な どの 
花 に 訪 花 , 吸 密 す る ウラ ゴマ ダラ ンジ ミ , ミズ イロ オナ ガン シジミ, オオ ミド リン ジミ 。 メス アカ ミド 
リン シジミ で は 同種 の 他 の 雄 個 体 が 活発 に 活動 し て いる 時 間 帯 に お いて も , これ ら の 訪 花 雄 は 吸 窒 活動 
を 続け , 結局 いわ ゆる 飛 郊 活動 性 を 終日 示さ な か っ た . 今後 , ミド リン シジミ 類 の 日 周 活動 性 を 考察 す 
る た め に は , 飛翔 活動 性 以外 の 行動 の ペタ ー ン の 解析 を 行い その よう な 観察 に 基づく 行動 全体 の 詳 
細 な 観察 が 必要 で ある と 考え る . 

2. 雄 の 活動 性 に 対す る 照度 の 影響 

本 研究 で 扱っ た ミド リ シ ジ ミ 類 3 種 の 雄 の 活動 性 を 放 配 する 最も 重要 な 環境 要因 は 照度 で ある と 考 
えら れる の で , 以下 に 種 ご と の 活動 性 に 対す る 照度 の 影響 に つい て 考察 を 行っ た . 
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表 1 ミド リ シ ジ ミ 類 の 日 周 活動 性 (白水 , 1980; 田中 , 1980 より 改変 ) 




















飛翔 活動 型 活 H 時 mw Ws 
日 中 飛翔 型 。 活動 開始 時 刻 は 地域 や その 日 の 天 伺 に より , アイ ノミ ドリ シジミ 
(早朝 ) 多少 と も 異な る が , 飛翔 活動 は 早朝 5 時 頃 
より 開始 され , 10 時 に 終了 する . 








1 








日 中 飛翔 型 飛翔 活動 は , 8 時 頃 に 開始 され 12 時 頃 に 終 オオ ミド リ シ ジ ミ , ジョ ウザ ン 
(午前 ) T3 5. ミド リシン ジミ 
日 中 飛翔 型 種 に よっ て 多少 上 異な る が , 飛翔 活動 は 午前 メス アカ ミド リ シ ジ ミ , ヒサ マ 
(午前 ~ 午 後 ) 9 時 以後 に 開始 され , 夕方 17 時 ~18 時 ま ツ ミ ドリ シジミ , キリ シマ ミド 
で 続く . ミド リ シ ジ ミ 類 中 最も 活動 時 間 が リ シ ジ ミ , エゾ ミド リ シ ジ ミ , 
長い . ョ オビ ミド リ シ ジ ミ 
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が 基本 的 習性 と 考え られ る (白水 , 1980). 2. の ョ 必 セ シン デカ シジミ 5 
飛翔 活動 は 夕方 16 時 以後 に 開始 され , 日 ム モ ン ア カシ ジミ , ウラ ナミ ア 
没後 , 19 時 頃 ま で 続く . カシ ジジ ミー テカ ジジ ミホ ポチ ナガ ヴ 
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1) ウラ ゴマ ダラ シジミ 

本 種 が 最も 活発 な 活動 性 を 示し た の は 8,000 lux ~ 25,000 lux の 照度 の 範囲 で ある (Fig. 3-1), この 
REDEE, 晴天 の 日 で あれ ば , ほほ 早朝 と 夕方 に 相当 し , すでに の べた 通り 本 種 の 示す 二 山 型 の 
活動 ペタ ー ン の 事実 と も 一 致し て いる . Ek, 午前 の 活動 性 は 8.000 lux 以上 の 照度 に よっ て 活発 化 
し , 午後 の 活動 性 は 30,000 lux 以下 へ の 照度 の 降下 に より 励起 され る と 考え る . し か し , 日 中 に お け 
る 50,000 lux を 越す よう な 照度 は , 本 種 の 活動 を 抑制 する 要因 と し て 働い て いる と 思わ れる . 

2) ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ 

本 種 の 活動 パコ タ ー ン は 前 種 と 極め て 類似 する が , 最も 活発 な 活動 を 示す 照度 の 範囲 は 5,000 lux~ 
20,0001ux で あり (Fig. 3-2), 前 種 よ ト り わずか に 低い 照度 域 に お いて 高い 活動 性 を 示し て いる . また , 
5,000 lux 以上 の 照度 は , 午前 に お いて は 本 種 の 活動 性 を 高め , 午後 に お いて は 30,000 lux UTOR 
度 は 活動 性 を 励起 する 要因 と 考え られ る . し か し , 50,0001ux を 越す よう な 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 
制限 する 要因 と 思わ れる . 本 種 お よび 前 種 と 従来 夕暮 飛 交 型 の 一 種 と きれ て きた ウラ ナミ アカ ンジ ミ 
の 研究 結果 (秋山 ら , 1969) を 比較 する と , ウラ ナミ アカ シジミ に お いて は , 最も 高い 活動 性 を 示す 
照度 の 範囲 は 2,000 lux~7,000 lux の 間 で あり この 値 は 今回 の 2 種 より 低く , ウラ ナミ アカ シン ジミ は 
これ ら の 種 より 一 層 低 い 照 度 域 に お いて 活動 性 を 示す も の と 推定 され る . この こと は , MEAS 
暮 飛翔 型 と いわ れ て きた 種 の 間 に お いて も , 最も 高い 活動 性 を 示す 照度 の 範囲 は それぞれ 異な っ て お 
b, 同 所 的 に 生息 する これ ら の 種 が , 照度 に よっ て 棲み わけ を 行っ て いる 可能 性 も 考え られ る . し か 
し , 今回 の 観察 で は 活動 の 停止 の 主 な 要因 は 降雨 に よる も の と 考え られ , 3,000 lux 以下 の 照度 が 連続 
し て 続く 日 没 前 後に お ける 活動 の 観察 が 不 充 分 で ある こと か ら , 今後 5.000lux 以下 の 照度 域 に お け 
る 本 種 お よび 前 種 の 観察 が 必要 で ある . 

3) オオ ミド リ シ ジ ミ 

本 種 は , 15,000 lux~ 35,000 lux の 照度 の 範囲 に お いて 最 も 活発 た 活動 性 を 示す が , 活動 可能 な 照度 
の 範囲 は 5,000 lux ~ 80,000 lux と 広く , 本 種 の 活動 時 間 帯 は 他 種 と 比較 し て 長い (Fig. 3-3). し か し 
日 中 の 80,000 lux を 越え る よう な 強い 照度 は , 本 種 の 活動 を 制限 する 要因 と 考え を られる. また, AE 
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Fig. 3. Relationship between flight activity and light intensity of five species of 
Zephyrus hairstreaks. [ミド リ シ ジ ミ 類 3 種 の 雄 の 飛翔 活動 性 と 照度 と の 関係 1. 


は 100,000 lux を 越え る 高 照度 か ら 10,000 lux 程度 の 降下 幅 の 急激 な 照度 降下 が 起こ る と 一 時 的 に 活 
動 を 活発 に する . 一 方 , ウラ ゴマ ダラ シジミ や ミズ イロ オナ ガン シジミ に お いて は , 50,000 lux 以上 も 
の 降下 幅 を も つ 人 急激 な 照度 の 降下 が 10 分 間 以 上 継続 し た 場合 や 短 時 間 に こ の ょ うな 降下 が 数 回 くり 
返さ れる 過程 で は じ め て 一 時 的 に 活動 が 活発 と な る . これ ら の こと か ら , 本 種 は ウラ ゴマ ダラ シジミ 
や ミズ イロ オナ ガン シ ジミ より 高い 照度 域 に お いて , 高い 活動 性 を 示す こと を 示唆 し て いる と 考え られ 
る . 

4 アイ ノミ ドリ シジミ 

本 種 は , 午前 中 一 山 型 の 活動 メタ ー ン を 示し , 15,000 lux 以上 の 照度 に ょ っ て 活動 は 励起 され , c 
の 後 の 照度 の 上 昇 と 共に 活発 化す る と 考え を ら れる. し か し , 50,000 lux 以上 の 高い 照度 は , 本 種 の 活 
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Fig. 4. Relationship between male flight activity and light intensity of Chrysozephyrus 
smaragdinus. [RAF $38 FU VS2ROhBEOSAmMSSTEELHELOoIBIBI]. 


動 性 を 抑制 する 要因 と 考え られ る . また , 本 種 が 最 も 活発 に 活動 する 照度 の 範囲 は 15,000 lux ~ 35,000 
lux の 間 で ある (Fig. 3-4). 

5) メス アカ ミド リ シ ジ ミ 

図 4 は , 活動 開始 以後 の 本 種 の 活動 性 と 照度 と の 相関 関係 を 示し た も の で あり , 本 種 の 活動 性 は 相 
関係 数 0.73 で 照度 と 強い 負 の 相関 関係 を 示し て いる . また , 本 種 が 最も 活発 に 活動 する 照度 の 範囲 
yt, 15,000 lux~ 25,000 lux の 間 で ある (Fig. 3-5), 一 方 , 70.000 lux 以上 の 照度 は , 本 種 の 活動 を 抑 
制す る 要因 と 考え られ る . 本 種 と これ に 類似 し た 照度 域 で 活動 性 が 高まる アイ ノミ ドリ シジミ の 活動 
パタ ー ン を 比較 する と , 午前 中 の 15,000 lux 425,000 lux の 照度 の 範囲 に お いて は , 本 種 の 活動 は 全 
< 見 られ ず , 逆 に 午後 の 15,000 lux~ 35,000 lux の 照度 の 範囲 に お いて は , アイ ノミ ドリ シジミ の 活 
動 は 観察 され な か っ た . この よう に , ほぼ 同様 の 照度 の 範囲 に お いて 活動 が 活発 化す る 両 種 の 活動 ペ 
ター ン の 差 は , 同 所 的 に 生息 し , か つ な わ ば り 習 性 を 持つ 近 縁 種 間 に み られ る 時 間 的 な 棲み わけ と 解 
釈 で きる . その 要因 と し て は , 内 因 的 な リズ ム が 考え られ る が , この 点 に 関し て は 実験 的 研究 を 含め 
C, 今後 詳細 な 検討 が 必要 で あろ う . _ 

以上 の よう に , これ ら 3 種類 の ミド リシン ジミ 類 の 雄 の 活動 は 照度 と 密接 に 関係 し て お り , 種 ご と に 
固有 の 日 周 活 動 の ウパ ターン お よび 最も 活発 に 活動 する 照度 の 範囲 が ある と 考え られ る . 従っ て , ミド 
リ シ ジ ミ 類 の 活動 パターン を 解析 する に は , た だ 単に 夕暮 な どの 時 刻 を 示す よう な 不明 瞭 な 表現 に よ 
る 区 分 は 不適 当 で あり , 照度 の 段階 に よっ て 活動 型 を 類型 化す る 試み が な され る 必要 が ある と 考え ら 
れる . 

本 研究 に お いて は , 観察 地 が 数 種類 の ミド リシン ジミ 類 の 混 棲 地 で ある た め に 日 周 活動 性 に対する 他 
種 の 影響 を 排除 する こと が で き な か っ た し , 季節 的 に 午後 は 雲量 が 増し し その た め 一 日 中 晴天 が 続く 
条件 下 で の 照度 変化 の 日 周 活動 性 に 対し て あたえ る 影響 を , 一 貫 し て 研究 する こと が で き な か っ た . 
さら に , これ ら の 問題 に 加え , ミド リン シジミ 類 の 日 周 活動 性 に つい て は , 各種 の 持つ 内 因 的 な リズ ム 
に つい て の 研究 が 今後 必要 で ある と 考え ん られる. 
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ral af 


本 報 を まとめ る に あたり , 本 研究 の 御 指導 を いた だ いた 信州 大 学 繊維 学部 生物 学 教室 の 小山 長雄 孝 
BL 滝沢 達夫 助手 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . また , 観察 に お いて , 多大 な 御 助力 を いた だ いた , 当時 
信州 大 学 繊維 学部 生物 学 教室 の 学生 で あっ た 津 吹 AR, 中 島 豆 弘 氏 , 池尻 周二 氏 , 浜口 常雄 氏 に 厚く 
BILE LETS. また , 常 日 頃 御 指導 いた だ く 九 州 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 の 平 嶋 義 宏 教授 , 森本 桂 助 
教授 , 本 稿 に 対 し 有益 な 御 批判 を いた だ き , さら に 文献 の 閲覧 を させ て いた だ いた 九州 大 学名 誉 教授 
白水 KRE, 九州 大 学 教養 部 生物 学 教室 の 三枝 豊平 教授 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る . 九州 大 学 農学 部 生 
物 的 防除 研究 施設 の 星川 哲夫 氏 , 荒川 BE, な ら び に 九州 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 の 大 学院 生 の 方 々 か 
ら 有 益 な 助言 いた だ いた , ここ に 心 よ りお 礼 を 申し 上 げ る . 











摘 要 


1. 自然 条件 下 に お ける , ウラ ゴマ ダラ シジミ , ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ , オオ ミド リ シ ジ ミ , アイ 
ノミ ドリ シジミ, メス アカ ミド リン ジミ の 雄 の 活動 ペコ ター ン を , 長野 県 上 田 市 に お いて , 1975 年 の 
6 月 下旬 に 観察 し , 活動 性 に 対す る 照度 の 影響 に つい て 考察 し た . 

2. ウラ ゴマ ダラ ンジ ミ は 二 山 型 の 活動 パタ ー ン を 示し , 80001ux-25,0001ux の 照度 の 範囲 で 最 
も 活発 な 活動 性 を 示し た . し か し , 50,000 lux を 越え る よう な 高い 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 抑制 する 
と 考え られ る . 

3. ミズ イロ オナ ガン ジミ は 二 山 型 の 活動 ペタ ー ン を 示し , 5,000 lux~ 20,000 lux の 範囲 で 最も 活 
発 な 活動 性 を 示し た . し か し , 50,0001ux を 越え る よう な 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 抑制 する と 考え ら 
れる . 

4, オオ ミド リン シジミ は 15,000 lux~ 35,000 lux の 範囲 で 最 も 活発 な 活動 性 を 示し , 80,000 lux を 
越す よう な 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 抑制 する と 考え られ る . 

5. アイ ノミ ドリ ンジ ミ は 午前 中 に 一 山 型 の 活動 ペコ タ ー ン を 示し , 15,000 lux~ 35,000 lux の 範囲 に 
お いて , 最も 活発 な 活動 性 を 示し た . し か し , 50,000 lux を 越す よう な 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 抑制 
する と 考え られ る . 

6. メス アカ ミド リン シジミ は 午後 の 13,000 lux~ 25,000 lux の 照度 の 範囲 に お いて 最も 活発 な 活動 
性 を 示し た . し か し, 80,000 lux を 越え る よう な 高い 照度 は , 本 種 の 活動 性 を 抑制 する と 考え られ る . 

7. 50,000 lux 以上 の 照度 の 急激 な 降下 は , どの 種 に 対し て も 一 時 的 に 活動 性 を 活発 化 さ せ た . 
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Summary 


Observation on the male flight activity of five Zephyrus hairstreaks, Artopoetes pryeri (MURRAY), 
Antigius attilia (BREMER), Favonius orientalis (MURRAY), Chrysozephyrus smaragdinus (BREMER) and 
Chrysozephyrus brillantinus (STAUDINGER) was performed at Koganezawa valley, Ueda City, Nagano 
Pref. toward the end of June, 1975. The results are summarized as follows: 

1. Artopoetes pryeri was most active in light intensity of 8,000-25,000 lux. It was assumed that 
the light intensity more than 50,000 lux acted as an inhibitor of the activity to this species. 

2. Antigius attilia was most active in light intensity of 5,000-20,000 lux. It was assumed that 
the light intensity more than 50,000 lux acted as an inhibitor of the activity to this species. 

3. Favonius orientalis was most active in light intensity of 15,000-35,000 lux. It was assumed 
that the light intensity more than 80,000 lux acted as an inhibitor of the activity to this species. 

4. Chrysozephyrus brillantinus was most active in light intensity of 15,000-35,000 lux. It was 
assumed that the light intensity more than 50,000 lux acted as an inhibitor of the activity to this species. 

5. Chrysozephyrus smaragdinus was most active in light intensity of 15,000—25,000 lux. It was 
assumed that the light intensity more than 50,000 lux acted as an inhibitor of the activity to this species. 

6. The activity of these species were stimulated temporarily when the light intensity dropped 
more than 50,000 lux rapidly. 
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